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写真1：ワークショップ風景




















































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































Inter-design workshop 2008 / 参加学生三カ国別記述式アンケート / 集計結果
Questionnaire
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[1]   藤巻徹、デザインワークショップの教育効果（1）、名古屋学芸大学メディア造形学部研究紀要2008.
[2]   逸見健二郎、プロダクトデザインガイドブック、美術出版社 2002.
・コミュニケーションスキル
・リーダーシップ、積極性
・チームワーク、ルールを守り周囲を気遣う協調性
・与えられた作業に責任を持つ自覚
・計画性、時間・スケジュールの管理
・自主性と行動力
【教育内容の点検と適切な見直し】
・参加学生を対象としたアンケートの活用
・学生が獲得した多面的な達成度の評価
・教育の中身の総合的な充実度と学習成果の明確化
・グローバル化するデザインにおいて国際的に通用する教育
・意図的、組織的な取り組み
・体験する機会の提供
・国際的な大学間との連携
（2）学生の意欲と教員の資質
　デザインの目的意識や学習意欲が希薄な学生に対して，どの
ような刺激を与えれば、学生が主体的に学ぼうとする姿勢や態度
を持つのか。これは教育の本質に迫る課題である。
　まず、学生の意欲向上の条件として、学生のデザインに取り組
む熱意や資質、能力が必要である。学生個人の熱意は、時にク
ラスメイトに刺激を与え、またクラスメイトから刺激を受けクラス全
体のレベルを押し上げる。押し上げられた強い意志は、学生個
人の資質・能力の向上へと波及し、周囲に相乗効果のサイクル
を生む。こうした環境を意図的に作るには、学生本人の努力も必
要であるが、やはり教員の教育に関する資質・能力が重要であ
る。Inter-design workshopは、異文化大学間での合同デザイン
ワークショップではあるが、決して個人ワークではなく国籍混成の
グループワークとしている。通常の国内間の大学で実施されるデ
ザインワークショップに比べると、その刺激や影響力は比較にな
らない程の効力があるといえる。教員側が学生の勉強意欲を向
上させる手段として必要なのは、こうした有効な刺激を体験でき
る機会や場を学生に提供することである。
　また、学生には達成感が必要である。達成感を与えるには目標
が必要であるがこの目標設定も、部分的には教員が決定する内
容もあるが、学生に主体的に目標を持たせることが望ましい。学
生が自ら設定した目標を達成させるには、既存の知識の一方向
な伝達だけでなく、自ら考え議論する双方向型の授業を行うこと
が不可欠といえる。学生に目的意識を持たせ、学習意欲を喚起
する教育を理解し実践する教員が、学生の個々の能力を踏まえ
ながら、自らの知識を統合した積極的な教育に当たるという姿勢
が極めて大切であるといえる。また、学生からの信頼に応えてい
く必要もある。学生を本気で学ばせる環境作りは教員の力量で
決まる。
（3）カリキュラムと効果的な実習
　デザイン大学の教育内容に関する評価は、文章で書かれたカ
リキュラムやシラバスからはその内容を読み取ることは不可能で、
実際に学生の立場で教員からの指導を受けないと正しくは判断
ができない。このカリキュラムのプログラム作成は、学校としての
オリジナリティの発揮にもなるわけだが、プログラムそのものは性
質上どこの学校でも大きな差異はない。問題はその内容である
が、これには教員の専門性、資質、能力が関係する。
　双方向型の学習を展開する為には、授業そのものを魅力的に
する必要があるが、特に効果的なのは実習といえる。デザインの
能力は実際の仕事を通じて向上するものであり、デザインを理解
させるには実際にデザインを行うのがベストである。学生が能力
を高めるには意欲を持って一生懸命勉強に取り組むことに尽きる
が、実習のように自分で考え創造していく作業では、デザインプ
ロセスのノウハウを得なければ前に進むことができない。そのノウ
ハウは実習を通して理解できるようにプログラムしてあるわけだ
が、そのポイントとなるのはやはり教員の段階に応じた適切なアド
バイスである。そして学生本位の教育活動の展開を拡大させるこ
とも必要である。
　自主的な課題探求や問題解決等の諸能力は、学生が主体的
に物事に取り組む活動が興味・関心・学習意欲などの能力を育
む。一つの課題を探求する能力、そしてやり遂げる能力、そして
結果的に学生が「何を発見できたか」「何ができるようになった
か」を自覚させる教育方法の改善が必要である。
　また、Inter-design workshopのような国際的な体験活動を含む
多様な教育方法を積極的にカリキュラムに取り入れる姿勢が望ま
れる。デザインの専門分化にこだわらず、様々な分野を横断しな
がらデザインに取り組む姿勢が、豊かな人間性や創造的な人材
の育成に繋がり、先端のデザイン知見と総合的な能力を併せ持
つ学生を生む。
　さらに、Inter-design workshopに見られる国際的な体験活動を
学内の通常授業の教育プログラムに取り入れ、学修の単位認定
の対象とすることで、より質の高い教育内容へと発展ができる。し
かしながら、こうした特殊な教育体験プログラムは学生の教育活
動として単位認定にふさわしい内容を持つものの、その体制は
不十分で整っていない。
